
追

憶

十
三
回
生

仲
辻

年
戦
時
中
は
、
薪
な
ど
と
し
て
利
用
す
る
た
め
伐
採
さ
れ
ま

し
た
。

2
.
桜
並
木

街
路
樹
と
し
て
は
、
道
の
両
側
に
桜
の
木
が
植
え
ら
れ
、

所
々
見
事
な
桜
並
木
が
あ
っ
た
の
を
覚
え
て
ま
す
。

千
里
山
駅
か
ら
第
2
噴
水
に
上
が
る
両
側
、
つ
い
こ
の
間

ま
で
千
里
山
キ
リ
ス
ト
教
会
に
付
設
さ
れ
て
い
た
シ
オ
ン

ロ
ッ
ジ
の
駐
車
場
に
紫
光
園
と
い
う
名
称
だ
っ
た
と
思
う
の

で
す
が
ア
パ
ー
ト
が
あ
り
、
広
い
庭
の
桜
と
そ
の
前
の
道
路

の
桜
並
木
と
が

一
体
と
な
っ
て
見
所
の

一
つ
で
し
た
。

方
々
の
道
路
に
植
え
ら
れ
た
桜
も
次
第
に
老
木
と
な
り
、

戦
後
、
舗
装
さ
れ
た
道
路
及
び
交
通
量
の
増
大
で
殆
ど
枯
れ

て
し
ま
っ
て
残
念
で
す
。

た
だ
、
往
時
の
桜
の
面
影
を
伝
え
る
桜
が

2
本
あ
り
ま
す
。

1
本
は
、
噴
水
か
ら
左
(
南
)
へ
曲
が
っ
て
坂
を
上
が
る

途
中
の
松
村
氏
宅
の
前
(
以
前
は
ち
さ
と
食
堂
と
言
っ

て

1

4
回
生
辻
本
君
の
家
)
と
、
も
う
1
本
は
高
津
氏
宅
の
前

(
お
稲
荷
さ
ん
、
今
で
は
千
里
山
神
社
の
裏
側
の
道
沿
い
の

邸
宅
、
高
津
秀
剛
氏
は
1

1
回
生
で
阪
急
不
動
産
の
社
長
を

勤
め
ら
れ
た
)
の

2
本
が
老
残
、
気
息
え
ん
え
ん
の
状
態
で

残
っ
て
ま
す
。

3
.

旧
千
里
山
駅
舎

造
成
さ
れ
た
宅
地
へ
の
住
宅
建
築
に
は
材
木
が
必
要
で

す
。
そ
の
材
木
は
、
当
時
の
北
大
阪
電
気
鉄
道
を
利
用
し
て
駅

故
郷
は
、
遠
き
に
あ
り
て
想
う
も
の
、
と
も
言
わ
れ
て
ま
す

が
、
私
は
、
生
ま
れ
て
直
ぐ
千
里
山
に
来
た
の
で
、
故
郷
は
千

里
山
、
今
も
変
わ
ら
ず
8

5
年
余
り
住
み
続
け
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
8
5
年
の
う
ち
、
記
憶
に
残
る
の
は
、

5
歳
位
以
後
の
こ
と

と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
間
見
聞
し
て
き
た
千
里
山
の
こ
と
、
思

い
出
と
し
て
書
い
て
み
ま
す
。

一
.
千
里
山
の
風
物
詩

古
い
話
は
他
人
か
ら
の
ま
た
聞
き
、
法
律
用
語
で
は

伝
聞
と
言
い
ま
す
が
、
大
正
末
期
か
ら
の
話
で
す
。

1
.

ア
カ
シ
ア

大
正
末
期
桃
畑
な
ど
が
あ
っ
た
土
地
が
住
宅
地
と
し
て

開
発
さ
れ
、
噴
水
を
中
心
と
し
て
扇
形
の
宅
地
造
成
が
行
わ

れ
、
階
段
状
に
区
画
さ
れ
た
宅
地
に
家
が
建
っ
て
い
っ
た
よ

う
で
す
。
開
発
時
期
を
1
期、

2
期
と
称
し
、
住
居
を
特
定

す
る
の
に
、
例
え
ば
、
「
2
期
の
森
さ
ん
」
等
と
呼
ん
で
い

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
(
噴
水
前
文
化
堂
の
御
主
人
で
あ
っ

た
藤
木
藤
太
郎
氏
の
発
言
で
す
。
)。

宅
地
造
成
さ
れ
た
ま
ま
、
そ
の
土
堤
に
誰
が
植
え
た
か
ニ

セ
ア
カ
シ
ア
が
生
え
て
、
そ
れ
が
季
節
に
は
白
い
花
を
咲
か

せ
て
い
ま
し
た
。

ニ
セ
ア
カ
シ
ア
の
幹
に
は
刺
が
あ
り
、
私

を
含
め
悪
童
ら
は
、
刺
を
取
り
柄
の
部
分
を
残
し
て
皮
を
む

き
万
と
し
、
振
り
廻
し
て
チ
ャ
ン
パ
ラ
を
し
て
ま
し
た
。
後

ー6-

に
運
ば
れ
た
よ
う
で
す
。

大
正
末
期
の
千
里
山
駅
の
駅
舎
は
、
「
阪
急
電
車
駅
め
ぐ

り
(
空
か
ら
見
た
街
と
駅
、
京
都
線
の
巻
ご
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
現
在
よ
り
北
千
里
駅
寄
り
で
、
複
線
の
巾
だ

け
西
側
即
ち
道
路
(
府
道
)
寄
り
に
あ
り
、
終
点
で
し
た
。

駅
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
か
ら
道
路
に
上
が
る
部
分
が
土
堤
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
此
処
に
沢
山
の
材
木
が
積
み
上
げ
ら
れ

て
い
た
と
か
。

当
時
の
千
里
山
の
住
人
は
、
新
婚
夫
婦
が
多
く
、
新
妻
は

会
社
勤
め
の
御
主
人
の
帰
り
を
、
夏
に
は
裕
衣
姿
で
、
積
み

上
げ
ら
れ
た
材
木
の
上
で
お
喋
り
を
し
な
が
ら
待
ち
、
御
主

人
が
電
車
か
ら
降
り
立
つ
や
二
人
揃
っ
て
三
々
五
々
手
を
繋

い
で
帰
宅
す
る
と
い
う
状
景
が
み
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

1
3
回
生
の
美
川
君
の
親
爺
さ
ん
か
ら
聞
い
た
話
で
、
付

け
加
え
れ
ば
、
当
時
の
旦
那
さ
ん
は
、
こ
の
御
婦
人
方
を
丸

太
楼
の
お
か
み
さ
ん
と
呼
ん
で
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

こ
の
古
い
駅
舎
も
1
9
7
0
年
大
阪
万
博
の
際
、
千
里
山

線
が
延
伸
さ
れ
る
に
あ
た
り
取
り
壊
さ
れ
、
線
路
は
複
線
の

巾
だ
け
東
側
に
移
動
さ
れ
、
空
い
た
部
分
は
埋
め
立
て
ら
れ

て
、
阪
急
タ
ク
シ
ー
の
営
業
所
兼
宿
舎
に
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
は
、
一
般
の
駐
車
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

4
.

千
里
山
初

多
く
の
住
宅
が
建
築
さ
れ
た
が
、
水
洗
式
ト
イ
レ
が
設
置

さ
れ
た
の
は
、
柿
崎
氏
宅
の
み
で
あ
り
、
当
時
水
洗
ト
イ
レ
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設
置
に
か
か
る
費
用
で
、
新
築
住
宅
に

一
聞
が
優
に
新
設
出

来
た
と
の
話
は
、
美
川
君
の
母
上
の
弁
で
す
。

(
編
集
部
よ
り
堀
田
暁
生
氏
宅
に
も
水
洗
ト
イ
レ
が
あ
っ
た

そ
う
で
す
。
本
号
掲
載
「
生
家
の
建
物
」
参
照
)

5
.
住
宅
地
の
住
民

住
民
に
軍
人
或
は
退
役
軍
人
が
多
か
っ
た
の
は
、
以
前

会
誌
1
7
号
に
書
い
た
と
お
り
で
、
陸
軍
大
将
(
私
と
美
川

君
と
の
幼
稚
園
同
窓
の
井
上
元
哉
君
の
祖
父
)
、
現
役
陸
軍

少
佐
(
同
級
生
の
小
田
君
の
父
上
で
、
そ
の
自
宅
は
現
在
の

本
会
代
表
の
片
山
章
氏
宅
)
、
日
支
事
変
勃
発
と
共
に
出
征

さ
れ
、
同
級
生
も
郷
里
へ
帰
っ
た
と
聞
く
が
、
消
息
は
不
明

で
す
。
遊
び
に
行
っ
た
私
達
の
前
で
軍
刀
の
手
入
れ
を
さ
れ

て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

金
子
退
役
海
軍
少
将
(
桜
並
木
の
項
に
出
て
き
た
松
村
宅

の
坂
.の
上
を
右
に
上
が
っ
た
宅
)
が
お
ら
れ
た
。
千
二
校
卒

業
生
の
う
ち
、
陸
軍
幼
年
学
校
、
陸
軍
士
官
学
校
、
及
び
海

軍
兵
学
校
へ
多
く
の
卒
業
生
が
入
学
さ
れ
た
学
年
が
あ
り
、

軍
人
組
と
名
付
け
ら
れ
て
い
た
。

民
間
人
で
は
、
安
藤
百
福
、
こ
の
安
藤
宅
の
石
垣
の
上
の

家
が
、
藤
田
田
氏
の
実
家
で
あ
り
、
噴
水
前
の
元
赤
壁
薬
局

の
三
軒
上
が
筒
井
康
隆
氏
の
実
家
で
、
お
父
上
は
大
阪
天
王

寺
動
物
園
の
園
長
を
さ
れ
て
い
た
と
聞
き
ま
す
。

6
.

貸
農
園

お
稲
荷
さ
ん
の
下
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
あ
っ
た
点
に
つ
い

現
在
は
鉄
筋
の
校
舎
に
建
替
え
ら
れ
て
い
る
が
、
私
共
在

学
中
は
、
新
、
旧
木
造
2
校
舎
と
講
堂
だ
け
で
、
そ
れ
ぞ
れ

が
渡
り
廊
下
で
結
ぼ
れ
て
い
た
。

新
校
舎
と
旧
校
舎
を
繋
ぐ
2
階
渡
廊
下
に
鐘
が
釣
ら
れ
て

い
て
、
始
業
終
業
時
、
小
使
さ
ん
の
中
村
さ
ん
が
、
-
階
で

綱
を
引
き
、
鐘
を
鳴
ら
さ
れ
て
い
た
。

校
門
を
入
っ
た
左
側
が
小
使
室
で
、
大
き
な
釜
に
お
湯
が

沸
い
て
い
て
、
昼
食
時
、
お
茶
扱
み
当
番
は
薬
缶
を
持
っ
て

お
茶
を
も
ら
い
に
行
っ
て
ま
し
た
。

講
堂
は
板
敷
き
で
な
く
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
放
し
の
ま
ま

で
あ
っ
た
。
講
堂
で
吹
田
市
内
小
学
校
の
剣
道
大
会
が
開
催

さ
れ
た
と
き
、
講
堂
が
板
敷
で
な
い
の
で
転
倒
し
て
頭
を
打

つ
こ
と
が
な
い
よ
う
呉
々
も
注
意
さ
れ
た
い
と
、
剣
道
を
指

導
さ
れ
て
い
た
奥
田
先
生
が
注
意
さ
れ
て
い
た
の
が
記
憶
に

あ
る
。
何
故
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ま
ま
だ
っ
た
の
か
、
今
で
も

不
思
議
で
あ
る
。

2
.
奉
安
殿
、
国
旗
掲
揚
台

校
舎
の
東
、
運
動
場
を
隔
て
た
小
高
い
丘
の
上
に
奉
安
殿

と
国
旗
掲
揚
台
が
あ
っ
た
。
六
年
生
の
級
長
、
副
級
長
が
、

朝
登
校
し
て
国
旗
掲
揚
し
、
下
校
時
降
下
さ
せ
て
い
た
と
思

う
。
こ
の
と
き
は
、
在
校
中
の
生
徒
は
、
直
立
不
動
の
姿
勢

で
こ
れ
を
見
守
っ
て
い
た
。
奉
安
殿
の
中
に
何
が
安
置
さ
れ

て
い
た
か
知
ら
な
か
っ
た
が
、
多
分
勅
語
特
に
教
育
勅
語
で

な
か
っ
た
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
た
(
会
報
1
7
号
で
1
4
回

て
は
、
既
に
会
誌
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
通
り
(
こ
の

頃
は
レ
ツ
チ
ウ
オ

i
ス
通
り
と
呼
ぶ
よ
う
で
す
が
)
を
上
が

り
き
っ
て
春
日
町
へ
行
く
寸
前
を
右
に
曲
が
っ
て
1
0
0
m

位
の
左
側
に
農
園
が
あ
り
ま
し
た
。

地
主
が
誰
で
、
賃
貸
借
関
係
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
は
不
明

で
す
が
、
多
く
の
住
民
が
各
自
2
1
3
0
0
坪
も
あ
る
土
地

の
一
画
で
農
作
業
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
た
時
期
が
あ
り
ま
し

た
。農
園
に
か
ら
ん
で
の
思
い
出
を

一
つ。

1

3
回
生
の
弘
末
君
が
こ
の
農
園
で
遊
ん
で
い
て
、
農
圏

内
に
設
置
さ
れ
て
い
た
用
水
池
に
は
ま
り
込
ん
だ
。
用
水
池

は
深
く
且
つ
上
が
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
彼
の
記
憶
で
は
、

水
面
に
上
空
の
太
陽
が
差
し
込
ん
で
い
た
光
景
が
思
い
浮
か

ぶ
と
い
う。

こ
の
時
、
西
川
さ
ん

(
1
3
回
生
月
組
)
の
母

上
が
近
く
に
お
ら
れ
、
と
っ
さ
に
世
帯
を
解
い
て
池
に
投
げ
入

れ
ら
れ
、
彼
は
こ
れ
に
槌
っ
て
地
上
に
出
る
こ
と
が
出
来
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
弘
末
君
本
人
か
ら
直
接
聞
い

た
の
で
、
間
違
い
の
な
い
話
で
す
。

し
か
し
、
彼
も
故
人
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
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二
.
小
学
校

1
.
校
舎
割
合
い
ろ
ん
な
形
で
会
誌
に
記
載
が
あ
る
の
で
、

か
か
れ
て
い
な
い

一
面
で
す
。

あ
ま
り

生
阿
部
弘
氏
が

1
9
頁
に
奉
安
殿
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て

い
る
)
。
祝
祭
日
、
講
堂
で
校
長
先
生
(
特
に
西
田
慶
太
郎
校
長
)

は
、
白
手
袋
で
勅
語
を
押
し
戴
き
、
厳
か
に
拝
読
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
我
々
生
徒
は
頭
を
垂
れ
、
神
妙
に
聞
き
入
る
が
、

さ
て
、
終
わ
っ
て

一
斉
に
頭
を
上
げ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

と
共
に
鼻
水
も
一
斉
に
す
す
り
挙
げ
る
の
で
し
た
。

拝
読
の
前
に
鼻
を
か
む
よ
う
に
と
、
担
任
の
先
生
方
か
ら

注
意
は
あ
る
の
で
す
が
。

3
.
尚
子
士
宮
ム
一
品

在
学
中
、
1
年
1
回
学
芸
会
が
聞
か
れ
、
全
校
生
徒
並
び

に
父
兄
が
観
劇
さ
れ
て
い
た
。
自
分
の
学
年
の
演
目
は
少
し

覚
え
て
い
る
。

-

年

演

目

桃

太

郎

出
演
者
桃
太
郎

美
川
州
平
、
犬
、
猿
、

維
は
不
明
鬼
清
水
達
夫
、
仲
辻
章

記
憶
し
て
い
る
の
は
、
私
の
台
調
は
「
ア
ア
痛
い
痛
い
、

維
が
目
玉
を
つ
つ
い
た
」
で
す
。

後
で
聞
く
と
、
清
水
君
も
「
ア
ア
痛
い
痛
い
、
猿
が
顔

を
引
っ
掻
い
た
」
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

2

年

演

目

一
寸
法
師

出
演
者

一
寸
法
師
団
中
正
(
小
さ
か
っ
た
)

鬼

美
川
州
平
、
仲
辻
章

私
は
悪
重
だ
っ
た
の
で
、
ー
、

2
年
と
も
鬼
で
す
。
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演
目
勇
敢
な
る
水
兵

出
演
者
士
官
清
水
達
夫
、

水
兵
岡
田
秀
才
(
声
が
大
き
い
)

4
、

5
年
は
軍
事
色
豊
な
も
の

1
4
回
生
で
記
憶
に
あ
る
の
は
、

演
目
お
父
さ
ん
の
出
征

出
演
者
お
父
さ
ん

三
分

一
克
美
君
(
お
父
さ
ん

の
背
広
が
そ
の
ま
ま
着
れ
た
)

こ
れ
以
外
に
は
及
川
実
氏

(
1
0
回
生
)
の
良
寛
さ
ん
を

演
じ
た
の
が
名
演
で
、
父
兄
の
評
判
が
非
常
に
良
か
っ
た

と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

4

制
服
確
か
、
五
年
生
の
頃
に
制
服
が
出
来
ま
し
た
。

冬
服
は
紺
色
の
毛
糸
の
セ
ー
タ
ー
で
、
胸
に
男
子
は
グ
レ

ー
、
女
子
は
赤
の

二
本
線
入
り
で
し
た
。
父
母
の
手
作
り

と
い
う
こ
と
で
、
毛
糸
編
み
の
講
習
が
学
校
で
行
わ
れ
、
私

の
母
も
講
習
に
行
っ
て
ま
す
。
合
い
服
は
、
当
時
流
行
の
国

防
色
(
黄
草
色
)
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
で
し
た
。

千
二
校
の
制
服
に
真
似
て
、
千

一
校
も
胸
に
グ
レ

l
の
巾

広
の
横
疎
を

一
本
入
れ
て
制
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
少
し
野

暮
っ
た
い
感
じ
で
す
。

戦
時
下
で
次
第
に
衣
類
が
統
制
と
な
り
、

の
ま
に
か
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

3 
年

不
自
由
で
何
時

5
.

神
社
清
掃

4
年
生
頃
、
佐
井
寺
の
伊
弊
諾
神
社
へ
竹
帯
を
持
っ
て
清

掃
に
出
掛
け
て
ま
し
た
。
少
し
記
憶
は
暖
昧
で
す
が
、
帰
途
、

遠
く
で
地
鳴
り
の
よ
う
な
爆
発
音
が
聞
こ
え
る
の
で
何
事
か

と
不
審
に
思
っ
た
の
で
す
。

後
日
、
枚
方
、
禁
野
の
陸
軍
火
薬
庫
の
爆
発
と
分
か
り
ま

し
た
が
、
当
時
は
軍
の
機
密
で
詳
し
い
報
道
も
な
く
、
現
在

も
文
献
と
し
て
直
ぐ
見
つ
け
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
戦
時
中

の
民
間
情
報
の

一
コ
マ
で
す
。

思
い
出
は
尽
き
な
い
の
で
す
が
、
こ
れ
位
で
終
わ
り
ま
す
。

拙
文
は
、
平
成
2
5
年
9
月

2
7
日
東
京
千
里
山
会
で
の
ス
ピ

ー
チ
に
加
筆
し
た
も
の
で
す
。
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